
６

広
報
は
や
ま

月
号

１１

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
火
気
を
使
う
機
会
が

増
え
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識
を

持
ち
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
死
傷
事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
中
に
お
け
る
総
出
火
件
数
は

五
六
、
三
二
九
件
で
、
そ
の
う
ち
建
物
火
災

は
三
二
、
三
八
三
件
で
し
た
。
な
か
で
も
住

宅
火
災
は
一
二
、
二
七
三
件
発
生
し
て
お

り
、
建
物
火
災
に
し
め
る
割
合
は
い
っ
こ
う

に
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
住
宅
火
災
の
現
状
か
ら
防
火

に
対
す
る
必
要
性
を
理
解
し
、
家
庭
に
お
け

る
出
火
防
止
や
消
火
・
避
難
の
対
策
と
し
て

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
な
暖
房
器
具
・
調

理
器
具
・
防
炎
物
品
の
使
用
を
は
じ
め
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
・
住
宅
用
消
火
器
・
エ
ア

ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
積
極
的
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
壁
等
に
簡
単

に
取
り
付
け
ら
れ
、
火
災
の
早
期
発
見
に
効

果
的
で
す
。「
わ
が
町
か
ら
は
火
災
を
出
さ

な
い
」
と
い
う
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
り
火
事
を
出
さ
な
い
、
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
よ
り
悲
惨
な
火
災
を

絶
滅
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

火
は
消
し
た
？　
い
つ
も
心
に　
き
い
て
み
て

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

十
一
月
九
日（
火
）〜
十
五
日（
月
）

〔
三
つ
の
習
慣
〕

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〔
四
つ
の
対
策
〕

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト　　

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

　

消
火
器
の
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
等
を

狙
っ
て
、
点
検
業
者
を
巧
妙
に
装
い
、
消
火

器
を
点
検
し
て
高
額
な
点
検
費
用
を
請
求
す

る
悪
質
な
訪
問
点
検
の
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
容
器
の

耐
用
年
数
は
消
火
器
本
体
に
貼
ら
れ
た
シ
ー

ル
等
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数
を

過
ぎ
た
も
の
や
、
腐
食
及
び
変
形
の
あ
る
消

火
器
は
、
販
売
店
か
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

廃
棄
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
廃
棄
処
分

に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
専
門
業
者
等
は

消
防
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
総
務
課

　

�
八
七
六－

〇
一
八
〇

　

消
防
署
で
は
、
火
災
・
救
助
・
警
戒
等
の

災
害
出
場
の
際
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
装
置

に
よ
り
、
発
生
時
間
・
場
所
・
災
害
種
別
等

の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
緊
急
通
報

以
外
の
問
合
せ
に
つ
い
て
は
左
記
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
署
指
令
係

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

　

消
防
車
両
と
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
ソ
ン

が
町
内
を
防
火
パ
レ
ー
ド
す
る
予
定
で
す
。

　

消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
時　

十
一
月
十
四
日（
日
）

　

九
時
〜
十
二
時

問
合
せ　

消
防
総
務
課

　

�
八
七
六－

〇
一
四
六
（
直
通
）

町
内
防
火
パ
レ
ー
ド

消
火
器
の
訪
問
点
検
に
ご
注
意

消
火
器
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す

葉
山
町
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
八
七
五－

四
〇
〇
〇



７

　

一
一
九
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
活
動
や
救
急
活
動
は
、
一
分
一
秒
を

争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
皆
さ
ん
の
正
し

い
一
一
九
番
通
報
が
、
迅
速
・
的
確
な
消
防

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
電
話
機
の
そ

ば
に
自
宅
の
場
所
を
説
明
す
る
方
法
や
電
話

番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を

貼
っ
て
お
く
な
ど
、
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て

正
確
な
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

一
一
九
番
通
報
で
大
切
な
こ
と
は
…

①
火
災
・
救
急
の
別

　
「
火
事
で
す
」「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り

言
う
。

②
場
所

　

住
所
は
正
し
く
、
近
く
の
目
印
と
な
る
目

標
物
等
を
言
う
。

③
火
災
・
救
急
等
の
状
況

　

状
況
に
つ
い
て
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
言

う
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
等

　

通
報
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
は
っ

き
り
言
う
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
一
部
の
地
域

で
使
用
で
き
な
い
場
所
・
感
度
の
悪
い
場
所

十
一
月
九
日
は『
一
一
九
番
の
日
』

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
葉
山
町
内
か
ら
携
帯
電
話
で
一
一

九
番
通
報
し
た
場
合
は
、他
の
消
防
機
関
を
経

由
し
て
葉
山
町
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。

現
在
地
と
使
用
し
て
い
る
携
帯
電
話
の
番
号

を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
署
指
令
係

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九

平
成
十
五
年
度
葉
山
歌
壇
俳
壇
入
賞
者
発
表

　

平
成
十
五
年
度
広
報
は
や
ま
「
葉
山
歌

壇
俳
壇
」
年
間
優
秀
作
品
が
、
年
間
応
募

数
短
歌
一
八
五
人
・
俳
句
二
三
二
人
、
五

〇
二
首
・
六
九
一
句
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
選
者
（
敬
称
略
）

■
短
歌
の
部

第
一
席　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

お
も
む
ろ
に 
轆  
轤 
め
ぐ
ら
す
陶
工
の

ろ
く 

ろ

　
　
　
　

両
手
の
平
よ
り
壷
立
ち
上
が
る

第
二
席　
　
　
　
　
　
　
　

山
岸
由
美
子

秋
の
海
寄
せ
く
る
波
の
た
く
ま
し
く

　
　
　

光
を
の
せ
て
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら

第
三
席　
　
　
　
　
　
　
　

米
田　

宮
子

踏
み
込
み
し
石
の
ゼ
ウ
ス
の
左
足

　
　
　
　

高
き
よ
り
た
ゞ
「
何
処
へ
」
と

■
俳
句
の
部

第
一
席　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

双
城

大
鷲
の
飛
び
立
つ
構
え
飛
び
立
た
ず

第
二
席　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
と
み
子

大
漁
旗
は
た
め
く
浦
の
初
日
影

第
三
席　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

常
光

虹
立
ち
て
明
日
は
な
ほ
よ
き
日
と
な
ら
ん

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料のののののののののののののののののののの納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意をををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！介護保険料の納め忘れにご注意を！
　皆さんに納めていただく保険料は、私たちの町の介護保険事業を運営するための大切な財源とな

ります。介護が必要となったときに安心して介護サービスを利用できるよう、保険料は必ず納めて

ください。

　なお、保険料を納めないでいると、介護サービスを利用するときに次のような措置がとられます

のでご注意ください。

※納付が困難な人、外出が困難な人は、福祉課までご相談ください。

問合せ　福祉課　�内線２３１～２３３

　本来1割である自己負担

が、いったん１０割（全額）

を自己負担し、あとで町か

ら９割相当分の払い戻しを

受ける支払方法に変わりま

す。（償還払い）

１年間滞納した場合

　左記の９割相当分の払い

戻しを一時的に差し止めま

す。

　さらに滞納が続く場合

は、差し止めた額から滞納

保険料が差し引かれます。

１年６ヶ月間滞納した場合

　滞納期間に応じて、本来

１割である自己負担が３割

に引き上げられます。ま

た、高額介護サービス費が

受けられなくなります。

２年以上滞納した場合

お
知
ら
せ
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広
報
は
や
ま

月
号

１１

日
時　

十
一
月
十
六
日（
火
）

　

十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時

　
（
受
付
十
三
時
〜
）

場
所　

葉
山
町
役
場
四
階
大
会
議
室

問
合
せ

　

年
末
調
整
・
法
定
調
書
は
鎌
倉
税
務
署

　

�
〇
四
六
七－

二
二－

五
五
九
一

　

給
与
支
払
報
告
書
は
葉
山
町
税
務
課

　

�
内
線
二
五
一
〜
二
五
三

平
成
十
六
年
分

年
末
調
整
等
の
説
明
会

　

税
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
国
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
正
し
い
税
の
意
義
や
役

割
に
つ
い
て
、正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
各
種
行
事
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日
は
、

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
えええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
で
す

こ
の
社
会　
あ
な
た
の
税
が　
い
き
て
い
る

－

『
高
齢
社
会
を
支
え
る
税
』－

　
税
理
士
会
の無

料
相
談　

日
時
・
場
所

　

逗
子
市
役
所　

十
一
月
十
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
一
日（
木
）

　

大
船
西
友　

十
一
月
十
三
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
四
日（
日
）

　

時
間
は
い
ず
れ
も
十
時
〜
十
六
時

問
合
せ

　

東
京
地
方
税
理
士
会
鎌
倉
支
部

　

�
〇
四
六
七－

二
五－

五
二
二
〇

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ－

 
Ｔ
ａ
ｘ 
）

イ
ー 

タ
ッ
ク
ス

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
（
所

得
税
・
法
人
税
・
消
費
税
）、納
税（
全
税
目
）、申

請
、届
出
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

�
〇
五
七
〇－
〇
一
五
九
〇
一

問
合
せ　

鎌
倉
税
務
署

　

�
〇
四
六
七－

二
二－
五
五
九
一

平
成
十
六
年
四
月
か
ら

消
費
税
の
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た

　

次
に
該
当
す
る
人
は
新
た
に
消
費
税
の
申

告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
今
ま
で
「
消
費
税
」
を
納
め
る
必
要
が
な

か
っ
た
事
業
者
（
個
人
・
法
人
）
の
人
で

あ
っ
て
も
、
一
年
間
の
売
上
高
が
「
一
、

〇
〇
〇
万
円
」
を
超
え
る
人
。

②
所
得
税
・
法
人
税
が
ゼ
ロ
で
も
、
一
年
間

の
売
上
高
が
「
一
、
〇
〇
〇
万
円
」
を
超

え
る
事
業
者
（
個
人
・
法
人
）
の
人
。

　

詳
し
く
は
、
東
京
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.tok
y
o.n
ta.g
o.jp
/

）
又

は
鎌
倉
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　横須賀線リフレッシュ工事に伴い、

１１月１６日（火）～１７日（水）の２日間、９

時３０分～１５時頃まで横須賀線・逗子～

久里浜間の電車を運休し、同区間は代

行バス輸送及び京浜急行電鉄への振替

えとなりますのでご注意ください。

問合せ　ＪＲ東日本横浜支社設備部保

線課　�０４５―３２０―２７１６

横須賀線リフレッシュ工事に
伴う区間運休と代行運行



９

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

日
本
で
初
め
て
と
言
わ
れ
る
夏
み
か
ん
の

ワ
イ
ン
が
、
近
く
葉
山
の
特
産
品
の
仲
間
入

り
を
し
ま
す
。
こ
の
ワ
イ
ン
は
、
天
皇
陛
下

ご
成
婚
を
記
念
し
て
町
内
に
植
え
ら
れ
た
夏

み
か
ん
で
作
ら
れ
、
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
「
葉

山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
」。

　

来
月
の
半
ば
に
予
定
さ
れ
て
い
る
発
売
日

を
前
に
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た

「
葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
委
員
会
」
の
柳
新

一
郎
会
長
、
角
田
輝
男
、
瀬
谷
正
両
副
会
長
、

小
知
和
紀
男
委
員
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
に
賭
け
る
熱
い
思
い

や
夢
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

町
長　

葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
づ
く
り
は
順

調
の
よ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も

日本初、夏みかんを原料に
「葉山ロイヤルワイン」が誕生

来月半ばに一斉販売

トーク広場
第30回

町
長 語 ると

な
ぜ
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
な
の
で
す
か
。

柳　

昭
和
三
四
年
に
両
陛
下
が
ご
成
婚
さ
れ

た
折
に
、
夏
み
か
ん
の
苗
木
が
町
内
で
配
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
樹
が
成
長
し
、
毎

年
、
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
果
実
も
、
食
べ
る

人
は
あ
ま
り
い
な
い
た
め
、
リ
ス
の
格
好
の

餌
に
な
っ
て
い
る
だ
け
。
そ
こ
で
、
例
え
ば

マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
か
和
菓
子
な
ど
、
夏
み
か

ん
を
使
っ
た
葉
山
の
特
産
品
が
何
か
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
検
討
す
る
動
き
が
以
前
か

ら
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

角
田　

そ
の
一
つ
の
案
が
ワ
イ
ン
で
し
た
。

く
れ
竹
の
郷
構
想
を
推
進
す
る
「
葉
山
生
活

文
化
協
働
事
業
委
員
会
」
の
中
で
も
、
い
ろ

い
ろ
議
論
を
重
ね
た
ん
で
す
が
、
夏
み
か
ん

は
酸
味
が
強
く
、
ワ
イ
ン
に
は
不
向
き
と
の

こ
と
で
結
局
、
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー

が
新
し
い
技
術
を
開
発
し
て
、
夏
み
か
ん
の

ワ
イ
ン
化
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
な

ん
で
す
、
ワ
イ
ン
づ
く
り
の
機
運
が
一
気
に

盛
り
上
が
っ
た
ん
で
す
。

柳　

そ
う
で
し
た
よ
ね
。
た
だ
、
そ
の
後
の

動
き
は
実
に
迅
速
で
し
た
ね
。
す
ぐ
に
夏
み

か
ん
の
ワ
イ
ン
の
試
作
に
着
手
し
て
、
昨
年

の
暮
れ
に
は
も
う
完
成
し
た
ん
で
す
か
ら

（
笑
）。
こ
ん
な
に
素
早
い
行
動
が
で
き
た

の
は
、
ひ
と
え
に
商
工
会
を
は
じ
め
、
農
協

や
酒
商
組
合
な
ど
関
係
者
の
み
な
さ
ん
が
日

ご
ろ
か
ら
、
く
れ
竹
委
員
会
の
中
で
交
流
会

を
深
め
合
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で

す
。

町
長　

昨
年
は
ワ
イ
ン
を
何
本
く
ら
い
作
っ

た
ん
で
す
か
。

角
田　

二
千
本
ち
ょ
っ
と
で
す
。

町
長　

瀬
谷
さ
ん
、
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
の
味

は
い
か
が
で
し
た
か
。

瀬
谷　

良
か
っ
た
で
す
よ
。
飲
ん
だ
後
、
心

に
ほ
ん
わ
り
と
余
韻
が
残
る
感
じ
で
、
実
に

お
い
し
か
っ
た
。
お
客
さ
ま
に
も
好
評
で
、

す
ぐ
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

町
長　

ワ
イ
ン
づ
く
り
で
一
番
苦
労
さ
れ
た

の
は
、
ど
ん
な
点
で
し
た
か
。

柳　

商
品
名
で
す
。
両
陛
下
の
ご
成
婚
記
念

の
夏
み
か
ん
を
原
料
に
し
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
ど
う
し
て
も
「
ロ
イ
ヤ
ル
」
の
名
称

を
入
れ
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
知
恵

を
絞
り
、
こ
の
七
月
に
、
や
っ
と
の
思
い
で

「
葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
」
の
商
標
登
録
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
長　

そ
れ
は
良
か
っ
た
。「
ロ
イ
ヤ
ル
」の

名
前
が
あ
る
と
無
し
で
は
、
ワ
イ
ン
の
イ

メ
ー
ジ
が
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
か
ら
ね
。
ほ

か
に
何
か
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
。

小
知
和　

安
全
で
す
ね
。
葉
山
の
夏
み
か
ん

は
、
自
然
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
栽
培
し
て
い

る
た
め
、
葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
は
安
心
し

て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
。
こ
の
点
も
、
大
き

な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

町
長　

葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
は
、
十
二
月

半
ば
に
販
売
の
予
定
だ
そ
う
で
す
が
、
ど
の

く
ら
い
作
っ
た
ん
で
す
か
。

角
田　

ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し
た
夏
み

か
ん
の
量
が
、
三
・
五
ト
ン
ほ
ど
。
昨
年
よ

り
ず
っ
と
多
い
の
で
、
三
千
本
以
上
は
で
き

る
は
ず
で
す
。

小
知
和　

こ
と
し
は
天
候
も
上
々
。
き
っ
と

お
い
し
い
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

瀬
谷　

酒
商
組
合
員
の
お
店
で
販
売
し
ま
す

の
で
、
乞
う
ご
期
待
。
葉
山
ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ

ン
が
早
く
入
荷
し
な
い
か
と
、
私
も
首
を
長

く
し
て
待
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。（
笑
）。

柳　

メ
ー
カ
ー
側
の
話
で
は
、
梅
、
桜
、
ゆ

ず
な
ど
、
ワ
イ
ン
の
種
類
は
実
に
た
く
さ
ん

あ
る
そ
う
で
す
が
、
夏
み
か
ん
が
原
料
の
ワ

イ
ン
は
葉
山
が
最
初
と
の
こ
と
。
従
っ
て
、

日
本
初
の
夏
み
か
ん
ワ
イ
ン
で
も
あ
る
わ
け

で
す
。

町
長　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
新
生
「
葉
山

ロ
イ
ヤ
ル
ワ
イ
ン
」
が
�
葉
山
名
物
�
と
し

て
大
き
く
羽
ば
た
く
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


